
令和６年10月

Ⅰ．ロジスティクス管理の概念と目的

１．ロジスティクス管理の概念と役割 （１）ロジスティクスと物流

イ  ロジスティクスの重要性と定義

ロ  ロジスティクスとサプライチェーン

ハ  物流と物流機能

（２）ロジスティクス管理の基礎

イ  企業経営とロジスティクス

ロ  ロジスティクス管理の目的と視点

ハ  ロジスティクス管理の種類

（３）ロジスティクスと関連組織とのかかわり

イ  ロジスティクスの業務連携の重要性

ロ  ロジスティクスにおける企業内連携

ハ  ロジスティクスにおける企業間連携

ニ  消費者との連携

ホ  公共部門や協会・団体・学会との連携

ヘ  地域や社会との連携

２．物流に関する人材労働・環境資源・安心安全問題 （１）物流と人材労働問題

イ  物流環境における労働力の現状

ロ  物流現場で直面している課題

ハ  行政による人材労働問題の取り組み

ニ  物流事業者による人材労働問題の取り組み

ホ  荷主企業による人材労働問題の取り組み

（２）物流と環境資源問題

イ  物流と地球温暖化問題

ロ  物流と資源リサイクル問題

ハ  物流とSDGｓ

（３）物流と安心安全問題

イ  物流における労働災害対策

ロ  物流と弱者対策（買い物弱者）

ハ  物流と災害対策（BCP）

３．物流政策と関連法制度 （１）わが国の物流政策の動向

イ  総合物流施策大綱

ロ  総合物流施策大綱（2021年度～2025年度）の目標（施策の方向性）

ハ  物流関連法規制の方向性

ニ  デジタル化とDX化

（２）物流とコンプライアンス

イ  物流におけるコンプライアンスの意義と内容

ロ  法令の種類と最新内容の入手方法

ハ  公的規制の用語とその意味

（３）物流活動にかかわる各種法律の基礎知識

イ  労務・調達関連法規

ロ  道路交通関連法規

ハ  運輸・倉庫関連法規

ニ  環境等関連法規
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　試験範囲
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Ⅱ．物流サービスと物流システムの内容

４．物流サービス管理 （１）物流サービスの基礎知識

イ 顧客満足と物流サービス

ロ  物流サービスの内容

ハ  物流サービス管理の検討項目

（２）物流サービス管理の手順

イ  物流サービスの調査

ロ  現状分析

ハ  物流サービスレベルの設定

ニ  評価とフォローアップ

（３）物流品質の管理

イ  物流品質の重要性と内容

ロ  ＱＣ７つ道具

５．物流システム管理 （１）物流システムの基礎知識

イ  物流システムを構成する物流機能

ロ  物流ネットワークの概要

ハ  物流拠点の４つの種類

ニ  物流センターの種類と役割

ホ  代表的な広域物流拠点

（２）物流センターと倉庫の業務プロセス

イ  物流センターの業務プロセス

ロ  倉庫の構造とロケーション管理

（３）物流システムの代表例

イ  メーカーの物流システム

ロ  卸売業の物流システム

ハ  小売業の物流システム

ニ  特別積合せ貨物運送事業の物流システム

（４）物流データ分析

イ  物流データ分析と物流システムの改善

ロ  輸送および出庫データの分析

ハ  作業実績データの分析

（５）物流センターの設定

イ  物流センターの動向

ロ  物流センターの設定の考え方

ハ  物流センターの立地地点の設定

（６）委託先管理

イ  委託先管理の範囲と目的

ロ  委託先の選定と契約

ハ  委託先の評価と指導

ニ  物流子会社

（７）物流システムの効率化

イ　荷主企業による 物流システム効率化対策

ロ  共同配送と共同配送

ハ  共同配送の５つの検討項目

ニ  共同配送の進め方

ホ  物流センターの見直し
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（８）国際物流

イ  貿易取引の特徴

ロ  代金決済

ハ  船荷証券（Ｂ／Ｌ）

ニ  貿易のしくみと物流

ホ  荷主と物流事業者との関係

Ⅲ．ロジスティクス管理の内容

６．在庫管理 （１）在庫管理の基礎知識

イ  顧客サービスと在庫の相互関係

ロ  在庫量の適正化

ハ  入庫管理・保管管理・出庫管理の方法

ニ  在庫管理システム

（２）適正在庫量の決定

イ  適正在庫量の決定要素

ロ  安全在庫と補充量の考え方

（３）在庫分析

イ  在庫保有量の評価指標

ロ  在庫分析の代表的手法とその活用

（４）棚卸

イ  棚卸の意義

ロ  棚卸の方法

７．輸配送管理 （１）輸配送管理の基礎知識

イ  輸送機関（モード）の種類と内容

ロ  輸送機関（モード）の特徴

（２）輸配送管理の内容

イ  配送・配車管理の内容

ロ  運行管理・安全運転管理の内容

ハ  貨物追跡管理の内容

（３）包装

イ  包装の定義と目的

ロ  包装の分類

ニ  個装と内装と外装の区分と特徴

ホ  包装設計の留意点

（４）ユニットロードシステム

イ  ユニットロードシステムの概念

ロ  パレット

ハ  コンテナ

８．物流コスト管理 （１）物流コスト管理の基礎知識

イ  物流コストの基本的な考え方

ロ  物流コストの特徴と分類

ハ  財務会計における物流コスト把握の問題点

ニ  官庁による管理会計に基づく物流コスト計算マニュアル

ホ  公的団体における物流コスト調査
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（２）委託料金の概要と運賃料金の体系

イ  物流委託料金の概要

ロ  トラックの運賃料金体系

ハ  鉄道コンテナ運賃料金

ニ  倉庫料金

ホ  委託料金決定の留意事項

（３）物流コストの計算方法

イ  財務会計における費目と物流コストの関係

ロ  物流コスト計算

ハ  輸送原価の内容と計算方法

（４）物流におけるさまざまなコスト・トレードオフ

イ  サービスレベルと物流コスト

ロ  在庫にかかるコスト

ハ  環境対策と物流コスト

ニ  その他のトレードオフ

Ⅳ．業務管理システムと情報システム

９．ロジスティクス情報システムの基礎 （１）ロジスティクス情報システムの目的と特徴

イ  ロジスティクス情報システムの定義

ロ  ロジスティクス情報システムの目的

ハ  ロジスティクス情報システムの特徴

（２）基幹システムとロジスティクス情報システムの関連

イ  基幹システムとＥＲＰ

ロ  ロジスティクス情報システムの内容

（３）ロジスティクス情報システム設計の基本

イ  ロジスティクス情報システムの設計ステップ

ロ  ロジスティクス情報システム設計のポイントと留意点

（４）自動認識技術の種類と特徴

イ  バーコード

ロ  ２次元シンボル

ハ  ＲＦＩＤ

10．実行系ロジスティクス情報システム （１）受注処理システムの基礎知識

イ  オーダーエントリーの種類と処理

ロ  出荷情報処理

ハ  オーダー管理

（２）発注処理システムの基礎知識

イ  発注におけるＩＣＴ活用

ロ  発注の種類

ハ  発注処理の流れと発注先の種類

（３）倉庫管理システムの基礎知識

イ  在庫受け払い処理

ロ  ピッキング・仕分け処理

ハ  作業管理

（４）輸配送管理システムの基礎知識

イ  輸配送管理システムの構成

ロ  配送・配車計画

ハ  運行管理

ニ  荷物追跡管理
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